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水

　稲

☆
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田
植
え

　
い
よ
い
よ
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田

植
え
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
適
期
作
業
を
行
い
高
品
質
な

米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

つ
や
姫（
特
別
栽
培
米
）

田
植
え
時
期
：
5
月
3
日
〜
15
日

基
　
肥
　
量
：
N
E
Ｗ
だ
い
ち
　
20
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
25
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
O
K
有
機
入
り
一
発
肥
料
　
50
㎏
/
10
a 
（
側
条
施
肥
）

※
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
肥
料
は
比
重
が
軽
く
田
植
機

の
施
肥
量
目
安
よ
り
少
な
く
落
ち
る
（
約
８
割
程

度
）
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
田
植
え
の
初
め
に
計
画
ど
お
り
肥
料
が
落
ち
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

コ
シ
ヒ
カ
リ

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
15
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
20
㎏
/
10
a
）

き
ぬ
む
す
め

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
25
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
30
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
　
　
　
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
S
L
H
20
　
40
㎏
/
10
a  

側
条
施
肥

※
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
は
高
温
登
熟
性
が
劣
る
品
種

の
た
め
、
高
温
障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て
遅
植
え
を

推
奨
し
ま
す
。

【箱処理剤】 ※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ゼータプラス（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・
　200ＦＧ）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

薬 剤 名

稲大将箱粒剤

ルーチン
ブライト
箱粒剤

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

苗腐敗症（もみ枯細菌病菌）
苗立枯細菌病

いもち病、もみ枯細菌病、紋枯病、白葉枯病、内頴褐変病、
イネドロオイムシ、イネツトムシ、ニカメイチュウ、
フタオビコヤガ、コブノメイガ、イネミズゾウムシ、
ツマグロヨコバイ、イナゴ類、ヒメトビウンカ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、疑似紋枯症（褐色菌核病菌）、
イネヒメハモグリバエ

いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病、紋枯病、
穂枯れ（ごま葉枯病菌）、内穎褐変病、イネミズゾウムシ、
イネドロオイウムシ、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、
ニカメイチュウ、フタオビコヤガ、イネツトムシ、
コブノメイガ、イナゴ類

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、アオミドロ・藻類による表層剥離
一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層剥離、ナガエツルノゲイトウ

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時処理）
または

※（植代後～移植７日前）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
但し、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後20日～ノビエ5葉期
但し、収穫45日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用回数 成分表

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

本剤使用
回数 成分表

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

500㎖

1㎏

1㎏

1㎏

小包装(パック)
10個(400g)

薬量：200ml
希釈水量：25 ～ 100L

1回 1

3

4

4

1

1回

2回
以内

2回
以内

1回

は種時 (覆土前 )

1回

1回

3

3

初
　期
　剤

【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤・フロアブル3～5ｃｍ　ジャンボ剤・FG剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでに期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

本剤使用
回数

初

中

期

一

発

剤

藻

ジェイフレンド
1 キロ粒剤

ジェイフレンド
フロアブル

ジェイフレンド
ジャンボ

ジェイフレンド
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリ、
クログワイ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ

1 ㎏

500 ㎖

400g

200g

小包装（パック）
10 個（400g）

クサウェポン
1 キロ粒剤

クサウェポン
フロアブル

クサウェポン
ジャンボ

一年生及び多年生雑草
アオミドロ・藻類による

表層はく離
一年生雑草、多年生雑草、
アオミドロ・藻類による

表層はく離

一年生及び多年生雑草

1 ㎏

500 ㎖

移植直後～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで
（田植同時散布可能）

小包装（パック）
10 個（400g）

ゼータプラス
１キロ粒剤

モゲトン粒剤

ゼータプラス
フロアブル

ゼータプラス
ジャンボ

ゼータプラス
200FG

一年生雑草、多年生広葉雑草、
エゾノサヤヌカグサ

藻類（アオミドロ、アミミドロ）、
ウキクサ類

移植後3日～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで

藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

但し、収穫45日前まで

1 ㎏

2 ～ 3 ㎏

500 ㎖

小包装（パック）
10 個（200g）

2

2

2

2

ディオーレ
1 キロ粒剤

ディオーレ
フロアブル
ディオーレ
ジャンボ

ディオーレ
顆粒

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

一年生雑草、ウリカワ、セリ、ヒルムシロ、
ホタルイ、マツバイ、ミズガヤツリ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後1日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

1 ㎏

500 ㎖

80ｇ（水口施用）

1 回

1 回

1 回

成分数

3

3

3

1 回

3 回以内 1

小包装（ﾊﾟｯｸ）
10 個 (400g)

薬量 : 80g
希釈水量 : 500 ㎖

ピラクロン
ジャンボ

小包装(パック)
10個(300g)

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

は種時 (覆土前 )
～移植当日

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

移植時（田植同時処理）

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ルーチンブライト箱粒剤以外の箱処理剤は使用できませんので、注意して
　ください。
※育苗箱 1 箱当り乾籾 200 ～ 300g 程度を高密度には種する場合、10a 当りの育苗箱数に応じて使用量が 1kg/10a までとなるよう、
　育苗箱 1 箱当りの薬量を 50 ～ 100g までの範囲で調整して下さい。

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ

※水質汚濁防止のため、初期剤の田植え前使用禁止【斐川町自主規制項目】

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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【箱処理剤】 ※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ゼータプラス（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・
　200ＦＧ）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

薬 剤 名

稲大将箱粒剤

ルーチン
ブライト
箱粒剤

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

苗腐敗症（もみ枯細菌病菌）
苗立枯細菌病

いもち病、もみ枯細菌病、紋枯病、白葉枯病、内頴褐変病、
イネドロオイムシ、イネツトムシ、ニカメイチュウ、
フタオビコヤガ、コブノメイガ、イネミズゾウムシ、
ツマグロヨコバイ、イナゴ類、ヒメトビウンカ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 、疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)、
疑似紋枯症(赤色菌核病菌)、疑似紋枯症（褐色菌核病菌）、
イネヒメハモグリバエ

いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病、紋枯病、
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コブノメイガ、イナゴ類

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、アオミドロ・藻類による表層剥離
一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層剥離、ナガエツルノゲイトウ

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時処理）
または

※（植代後～移植７日前）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
但し、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
但し、収穫60日前まで

移植後20日～ノビエ5葉期
但し、収穫45日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用回数 成分表

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

本剤使用
回数 成分表

50g
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高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）
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10個(400g)
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【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤・フロアブル3～5ｃｍ　ジャンボ剤・FG剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでに期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

本剤使用
回数

初

中

期

一

発

剤

藻

ジェイフレンド
1 キロ粒剤

ジェイフレンド
フロアブル

ジェイフレンド
ジャンボ

ジェイフレンド
400FG

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリ、
クログワイ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ

1 ㎏

500 ㎖

400g

200g

小包装（パック）
10 個（400g）

クサウェポン
1 キロ粒剤

クサウェポン
フロアブル

クサウェポン
ジャンボ

一年生及び多年生雑草
アオミドロ・藻類による

表層はく離
一年生雑草、多年生雑草、
アオミドロ・藻類による

表層はく離

一年生及び多年生雑草

1 ㎏

500 ㎖

移植直後～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで
（田植同時散布可能）

小包装（パック）
10 個（400g）

ゼータプラス
１キロ粒剤

モゲトン粒剤

ゼータプラス
フロアブル

ゼータプラス
ジャンボ

ゼータプラス
200FG

一年生雑草、多年生広葉雑草、
エゾノサヤヌカグサ

藻類（アオミドロ、アミミドロ）、
ウキクサ類

移植後3日～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで

藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

但し、収穫45日前まで

1 ㎏

2 ～ 3 ㎏

500 ㎖

小包装（パック）
10 個（200g）

2

2

2

2

ディオーレ
1 キロ粒剤

ディオーレ
フロアブル
ディオーレ
ジャンボ

ディオーレ
顆粒

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

一年生雑草、ウリカワ、セリ、ヒルムシロ、
ホタルイ、マツバイ、ミズガヤツリ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時処理）
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後1日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

1 ㎏

500 ㎖

80ｇ（水口施用）

1 回

1 回

1 回

成分数

3

3

3

1 回

3 回以内 1

小包装（ﾊﾟｯｸ）
10 個 (400g)

薬量 : 80g
希釈水量 : 500 ㎖

ピラクロン
ジャンボ

小包装(パック)
10個(300g)

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

は種時 (覆土前 )
～移植当日

は種時 (覆土前 )
～移植当日
移植 3日前
～移植当日

移植当日

移植時（田植同時処理）

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ルーチンブライト箱粒剤以外の箱処理剤は使用できませんので、注意して
　ください。
※育苗箱 1 箱当り乾籾 200 ～ 300g 程度を高密度には種する場合、10a 当りの育苗箱数に応じて使用量が 1kg/10a までとなるよう、
　育苗箱 1 箱当りの薬量を 50 ～ 100g までの範囲で調整して下さい。

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ

※水質汚濁防止のため、初期剤の田植え前使用禁止【斐川町自主規制項目】

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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整
備
工
場
出
向
）　　
飯
塚　
和
弘
（
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
出
向
）　　
安
食　
　
楓

課
長

支
店
次
長

支
店
長
補
佐

課
長

支
店
長
補
佐

支
店
次
長

課
長

支
店
次
長

課
長

セ
ン
タ
ー
長
補
佐

セ
ン
タ
ー
長

課
長

課
長
補
佐

課
長

課
長

課
長
補
佐

課
長

店
長

店
長
補
佐

課
長

課
長

課
長

所
長

課
長

課
長

課
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長

課
長

課
長 管　

理　
者

兼
務
（
支
店
長
）

杉
谷
真
由
美

尾
原　
伸
明

兼
務
（
支
店
長
）

星
野　
淳
司

池
田　
尋
志

兼
務
（
支
店
長
）

飯
塚　
賢
治

児
玉　
　
明

三
宅　
和
紀

足
立　
裕
司

兼
務
（
統
括
支
店
長
）

水　
　
彰
弘

兼
務
（
企
画
総
務
部
長
）

青
木　
義
和

池
淵　
誠
志

錦
織　
主
巳

野
津　
　
誠

岩
谷　
直
治

飯
野　
剛
年

石
川　
芳
樹

鐘
撞　
直
美

兼
務
（
生
活
課
長
）

樋
野　
　
隆

野
原　
秀
紀

二
瀬　
　
稔

渡
部　
　
学

土
江　
　
優

黒
田　
　
信

金
山　
　
誠

兼
務(

営
農
部
長)

新
宮　
教
秀

共
済
渉
外
係

金
融
渉
外
係

支

店

係

共
済
渉
外
係

金
融
渉
外
係

支

店

係

共
済
渉
外
係

金
融
渉
外
係

支

店

係

係　
長

兼
務
（
渉
外
推
進
課
長
）

兼
務
（
渉
外
推
進
課
長
）

仁
田　
孝
志

金
築　
友
美

和
田　
裕
二

杉
谷　
美
香

周
藤　
　
亮

金
築　
伴
安

深
津　
一
徳

野
村　
由
希

松
本　
真
弓

兼
務
（
渉
外
推
進
課
長
）

中
島　
　
誠

原　
　
香
織

三
加
茂
美
和
子

梶
田　
修
一

植
田　
厚
之

川
上
万
里
子

池
田　
直
紀

錦
織　
陽
子

渡
部　
友
紀

西　
　
勇
樹

藤
原　
克
彦

富
田　
耕
治

千
葉
香
保
里

岡　
　
慶
彦

小
村　
幹
生

黒
崎　
恭
孝

大
国　
満
瑠

原　
　
紀
行

安
食　
　
誠

陰
山　
佳
世

内
田　
智
子

黒
田　
裕
子

岡　
　
佳
代

北
村　
和
之

松
本　
大
輔

江
角　
睦
央

原　
　
直
子

和
田　
沙
希

藤
江　
慶
子

原　
　
知
嗣

玉
木　
紫
折

柳
樂　
倫
子

塩
野　
泰
之

片
寄　
泰
行

錦
織　
　
睦

馬
庭　
敦
子

主　
任

岡
本　
伊
織

内
田　
悠
貴

福
間　
綾
夏

妹
尾　
　
香

池
田　
明
弘

須
田　
紗
織

高
木　
桃
子

高
橋　
貴
久

池
田
千
加
子

岡
田　
美
季

勝
部　
大
基

江
川
慎
之
助

勝
部　
　
俊

米
山　
泰
貴

古
川　
聡
志

藤
江　
理
恵

倉
橋　
幸
史

原　
　
琴
乃

森
山　
　
快

上
野
真
里
菜

糸
賀　
政
宏

新
田　
亜
美

柳
楽　
朝
陽

青
木　
雅
至

津
田　
和
子

岡　
　
忠
男
（
農
業
公
社
出
向
）

奥
井
可
奈
子

福
田
久
美
子

小
村
真
奈
美

河
良
由
美
子

佐
藤　
安
弘

山
田　
裕
子

持
田
健
太
郎

村
尾　
恵
美

神
門　
竜
之

藤
原　
和
成

樋
野　
真
澄

為
石　
圭
子

井
上　
靖
子

岡　
　
洋
二

伊
藤　
一
広

小
田　
　
剛

高
橋　
恵
美

若
槻　
　
勇

糸
賀　
和
也

錦
織　
貴
司
（
チ
ー
フ
）

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

介
護

セ
ン
タ
ー

落
合　
陽
子

典
礼
セ
ン
タ
ー

周
藤
留
美
子

佐
々
木
善
章

若
槻　
隆
一
（
リ
ー
ダ
ー
）

勝
部
美
由
紀

原　
　
裕
太

原　
　
智
子

飯
塚　
　
純
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

福
間　
光
宣
（
技
監
）　

狩
野　
　
直
（
技
監
）

中
濱　
章
子

契　
約　
職　
員

 

河
原　
裕
子

三
代
恵
美
子

三
宅　
泰
子

柳
楽　
裕
美

深
津　
弘
之

岩
谷　
宏
美

山
根　
祐
美

糸
川　
佳
宏

石
原　
多
絵

曽
田　
和
子

増
田　
恵
理

岡
田　
里
美

佐
藤　
　
都

安
食　
　
守

矢
田
美
津
子

高
橋　
千
恵

森
山　
智
輝

杉
原　
清
美

山
田
真
由
美
（
セ
ン
タ
ー
長
）

山
根
美
智
子

石
田　
　
隆
（
セ
ン
タ
ー
長
）

高
橋　
清
二

三
加
茂　
誠
（
セ
ン
タ
ー
長
）

原　
　
淳
子

内
田　
良
佳

木
村　
聡
子

津
田　
利
夫

庄
司
し
の
ぶ

内
藤
真
由
美

鶴
原
万
惟
子

久
家
久
美
子

勝
部　
恵
実

堀
江　
敦
子

小
豆
澤　
悟

糸
賀　
彩
子

松
本　
広
美

（
以
上
コ
ー
ナ
ー
チ
ー
フ
）

園
山　
節
夫

吉
村　
幸
治

安
食　
秋
広

富
田　
紀
子
（
事
務
担
当
チ
ー
フ
）

安
部　
知
子

金
山　
洋
子

錦
織　
稔
昭

錦
織　
正
知

深
津　
健
二

福
田　
博
子

石
川　
　
宗
（
主
任
）

三
木　
伸
次
（
技
監
）　

勝
部
裕
美
子

持
田　
恭
子

高
木　
　
薫

勝
部　
祐
子

山
内　
誠
二

祝
部　
和
子

白
根　
　
綾

福
田　
安
真

槙
原　
弘
恵

青
戸　
　
朗

安
井　
美
穂

深
津　
悦
子

中
尾　
尚
子

二
宮
ゆ
か
り

渡
部
規
句
子

松
浦　
寿
佳
（
リ
ー
ダ
ー
）

妹
尾　
朋
和

高
木　
智
章

野
々
村
雅
美

伊
藤　
猛

奥
井　
純
子

白
根
亜
希
子

増
田　
　
聡

石
川
さ
つ
き

尾
原　
晶
子

藤
浪　
　
勉

尾
原　
康
司

尾
原
由
紀
子

飯
塚　
明
子

原　
真
由
美

安
達　
純
子

小
豆
澤
真
紀
子

飯
塚
美
恵
子
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品種は「夢舞台」です。

出西支店にて

斐川中部支店にて

左より舩木さん、山根本部長、
　　　西村さん、森山校長先生

思ったより硬い茎に
びっくり。

いっぱい採れたね。

み
ん
な
で
キ
ャ
ベ
ツ
狩
り
　
i
n
　（
農
）
お
き
す

　
３
月
４
日
・
５
日
春
の
穏
や
か
な
天
候
の
も
と
、
農
事
組

合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組
合
長
）
で
は
、
出
雲
縁
結
び

空
港
に
近
い
70
ａ
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
、「
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド

キ
！
み
ん
な
で
キ
ャ
ベ
ツ
狩
り
」
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
松

江
か
ら
多
く
は
親
子
連
れ
で
合
計
32
組
、
約
１
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
専
用
包
丁
の
使

い
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
移
動
し
、
畑

一
面
に
丸
々
と
育
っ
た
大
玉
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
間
近
で
見
て
、

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
品
定
め
を
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、「
ど
こ
を
切
っ
た
ら
い
い
の
か
な
ぁ
？
」
と
厚
く

大
き
な
外
葉
や
、
硬
い
茎
と
格
闘
し
な
が
ら
の
収
穫
で
し
た
。

２
つ
目
か
ら
は
コ
ツ
を
つ
か
み
、
サ
ク
サ
ク
っ
と
包
丁
を
入
れ
、
じ
ょ
う
ず
に
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
２
個
目
か
ら
１
玉
１
０
０
円
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
３
〜

５
個
を
収
穫
し
、
中
に
は
９
個
お
持
ち
帰
り
の
方
も
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
新
鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ

を
目
の
前
に
、「
何
の
料
理
に
使
い
ま
す
か
？
」
と
聞
く
と
、「
お
好
み
焼
き
に
た
っ
ぷ
り
使
お
う
か
な
」

と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
で
き
な
い
体
験
が
楽
し
く
で
き
た
」「
思
っ
た
よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
る
の

が
難
し
く
、収
穫
の
大
変
さ
も
感
じ
た
」「
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
（
農
）
お
き
す
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
と
、
コ
ロ
ナ
で
２
年
ぶ
り
の
企
画
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
一
般
募
集
し
、
１
日
６
回
に
時
間
を
区
切
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
は
と
む
ぎ
や
ひ

ま
わ
り
製
品
の
ほ
か
手
作
り
商
品
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
焼
き
の
販
売
も
あ
り
、
に

ぎ
や
か
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
20
日
、Ｊ
Ａ

し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
は
、
米
消
費
拡
大

を
テ
ー
マ
に
し
た
大

看
板
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
昨
年
夏
に
町
内
の

小
学
生
を
対
象
に
募

集
し
た「
農
業
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
30
作
品
の
中
か
ら
、
青
年
連
盟
賞
を
受
賞
し

た
荘
原
小
学
校
の
玉
木
結
衣
さ
ん（
当
時
６
年
生
）

の
作
品
が
原
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
連
盟
の
盟
友
た
ち
は
、
柔
ら
か
な
色
合
い

の
調
合
に
苦
心
し
な
が
ら
、
原
画
を
忠
実
に
再
現

し
ま
し
た
。

　
大
看
板
は
１
年
間
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

入
口
に
設
置
さ
れ
、
来
店
さ
れ
る
人
た
ち
に
米
消

費
拡
大
を
訴
え
ま
す
。

　
３
月
８
日
各
支
店
で
は
業
績
還
元
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ご
来
店
の
皆
さ
ま

へ
地
元
生
産
者
が
育
て
た
白
や
淡
い
ピ
ン
ク
・
紫
色
の
ス
ト
ッ
ク
の
花
束
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
支
店
再
編
が
行
わ
れ
、
３
月
27
日
か
ら
「
出
西
支
店
」

は「
伊
波
野
支
店
」の
、「
斐
川
中
部
支
店
」は「
出
東
支
店
」の
店
舗
内
店
舗
と
な
っ

た
た
め
、
出
西
支
店
・
斐
川
中
部
支
店
で
は
、
最
後
の
支
店
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
支
店
の
窓
口
に
は
、
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
来
店
が
あ
り
ま
し
た
が
、Ａ

Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
の
方
に
も
お
声
掛
け
を
し
、
思
わ
ぬ
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
よ
り
出
西
・
斐
川
中
部
の
各
店
舗
は
、【
ふ
れ
あ
い
相
談
所
】

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
平
日
９
時
か
ら
15
時
の
間
、
相
談
員
を
１
名
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
使
い
方
等
の
ご
相
談
や
、
営
農
生
活
事
業
の
取
次
ぎ
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業
績
還
元

感
謝
を
込
め
て
各
支
店
で
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
３
月
14
日
、
斐
川
地
区
内
の
中
学
校
へ
「
反
射

テ
ー
プ
（
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
）」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、

自
転
車
通
学
の
事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、（
一
財
）
島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団
が
共

済
事
業
に
伴
う
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
共

同
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
斐
川
東
中
学
校
で
贈
呈
式
を
行
い
、

斐
川
地
区
本
部
を
代
表
し
山
根
善
治
本
部
長
か
ら

「
皆
さ
ん
の
日
々
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
生
活
委
員
長
の
舩
木
海
青
さ
ん
と
副
委

員
長
の
西
村
理
沙
さ
ん
に
反
射
テ
ー
プ
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
斐
川
西
中
学
校
に
も
同
様
に
寄
贈
し

て
お
り
、
合
計
３
２
１
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
入
生
へ
交
通
安
全
を
願
っ
て

米
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

　
３
月
６
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟

と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
合
同
で
、

直
江
保
育
所
と
出
西
保
育
園
へ
そ
れ
ぞ
れ

80
本
の
花
苗
を
寄
贈
し
、
園
庭
を
お
花
で

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
に
は
「
か
わ
い
い
お
花
だ
ね
」

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
盟
友
・
部
員
・

先
生
た
ち
と
一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
丁
寧

に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
贈
呈
の
み
だ
っ
た
た

め
、
飯
塚
女
性
部
長
は
、「
か
わ
い
い
園
児

た
ち
と
一
緒
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
て
、

楽
し
か
っ
た
。」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

保
育
園
へ
花
苗
を
寄
贈

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

品種は「夢舞台」です。

出西支店にて

斐川中部支店にて

左より舩木さん、山根本部長、
　　　西村さん、森山校長先生

思ったより硬い茎に
びっくり。

いっぱい採れたね。

み
ん
な
で
キ
ャ
ベ
ツ
狩
り
　
i
n
　（
農
）
お
き
す

　
３
月
４
日
・
５
日
春
の
穏
や
か
な
天
候
の
も
と
、
農
事
組

合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組
合
長
）
で
は
、
出
雲
縁
結
び

空
港
に
近
い
70
ａ
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
、「
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド

キ
！
み
ん
な
で
キ
ャ
ベ
ツ
狩
り
」
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
松

江
か
ら
多
く
は
親
子
連
れ
で
合
計
32
組
、
約
１
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
専
用
包
丁
の
使

い
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
移
動
し
、
畑

一
面
に
丸
々
と
育
っ
た
大
玉
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
間
近
で
見
て
、

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
品
定
め
を
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、「
ど
こ
を
切
っ
た
ら
い
い
の
か
な
ぁ
？
」
と
厚
く

大
き
な
外
葉
や
、
硬
い
茎
と
格
闘
し
な
が
ら
の
収
穫
で
し
た
。

２
つ
目
か
ら
は
コ
ツ
を
つ
か
み
、
サ
ク
サ
ク
っ
と
包
丁
を
入
れ
、
じ
ょ
う
ず
に
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
２
個
目
か
ら
１
玉
１
０
０
円
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
３
〜

５
個
を
収
穫
し
、
中
に
は
９
個
お
持
ち
帰
り
の
方
も
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
新
鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ

を
目
の
前
に
、「
何
の
料
理
に
使
い
ま
す
か
？
」
と
聞
く
と
、「
お
好
み
焼
き
に
た
っ
ぷ
り
使
お
う
か
な
」

と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
で
き
な
い
体
験
が
楽
し
く
で
き
た
」「
思
っ
た
よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
る
の

が
難
し
く
、収
穫
の
大
変
さ
も
感
じ
た
」「
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
（
農
）
お
き
す
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
と
、
コ
ロ
ナ
で
２
年
ぶ
り
の
企
画
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
一
般
募
集
し
、
１
日
６
回
に
時
間
を
区
切
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
は
と
む
ぎ
や
ひ

ま
わ
り
製
品
の
ほ
か
手
作
り
商
品
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
焼
き
の
販
売
も
あ
り
、
に

ぎ
や
か
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
20
日
、Ｊ
Ａ

し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
は
、
米
消
費
拡
大

を
テ
ー
マ
に
し
た
大

看
板
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
昨
年
夏
に
町
内
の

小
学
生
を
対
象
に
募

集
し
た「
農
業
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
30
作
品
の
中
か
ら
、
青
年
連
盟
賞
を
受
賞
し

た
荘
原
小
学
校
の
玉
木
結
衣
さ
ん（
当
時
６
年
生
）

の
作
品
が
原
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
連
盟
の
盟
友
た
ち
は
、
柔
ら
か
な
色
合
い

の
調
合
に
苦
心
し
な
が
ら
、
原
画
を
忠
実
に
再
現

し
ま
し
た
。

　
大
看
板
は
１
年
間
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

入
口
に
設
置
さ
れ
、
来
店
さ
れ
る
人
た
ち
に
米
消

費
拡
大
を
訴
え
ま
す
。

　
３
月
８
日
各
支
店
で
は
業
績
還
元
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ご
来
店
の
皆
さ
ま

へ
地
元
生
産
者
が
育
て
た
白
や
淡
い
ピ
ン
ク
・
紫
色
の
ス
ト
ッ
ク
の
花
束
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
支
店
再
編
が
行
わ
れ
、
３
月
27
日
か
ら
「
出
西
支
店
」

は「
伊
波
野
支
店
」の
、「
斐
川
中
部
支
店
」は「
出
東
支
店
」の
店
舗
内
店
舗
と
な
っ

た
た
め
、
出
西
支
店
・
斐
川
中
部
支
店
で
は
、
最
後
の
支
店
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
支
店
の
窓
口
に
は
、
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
来
店
が
あ
り
ま
し
た
が
、Ａ

Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
の
方
に
も
お
声
掛
け
を
し
、
思
わ
ぬ
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
よ
り
出
西
・
斐
川
中
部
の
各
店
舗
は
、【
ふ
れ
あ
い
相
談
所
】

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
平
日
９
時
か
ら
15
時
の
間
、
相
談
員
を
１
名
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
使
い
方
等
の
ご
相
談
や
、
営
農
生
活
事
業
の
取
次
ぎ
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業
績
還
元

感
謝
を
込
め
て
各
支
店
で
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
３
月
14
日
、
斐
川
地
区
内
の
中
学
校
へ
「
反
射

テ
ー
プ
（
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
）」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、

自
転
車
通
学
の
事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、（
一
財
）
島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団
が
共

済
事
業
に
伴
う
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
共

同
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
斐
川
東
中
学
校
で
贈
呈
式
を
行
い
、

斐
川
地
区
本
部
を
代
表
し
山
根
善
治
本
部
長
か
ら

「
皆
さ
ん
の
日
々
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
生
活
委
員
長
の
舩
木
海
青
さ
ん
と
副
委

員
長
の
西
村
理
沙
さ
ん
に
反
射
テ
ー
プ
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
斐
川
西
中
学
校
に
も
同
様
に
寄
贈
し

て
お
り
、
合
計
３
２
１
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
入
生
へ
交
通
安
全
を
願
っ
て

米
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

　
３
月
６
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟

と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
合
同
で
、

直
江
保
育
所
と
出
西
保
育
園
へ
そ
れ
ぞ
れ

80
本
の
花
苗
を
寄
贈
し
、
園
庭
を
お
花
で

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
に
は
「
か
わ
い
い
お
花
だ
ね
」

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
盟
友
・
部
員
・

先
生
た
ち
と
一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
丁
寧

に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
贈
呈
の
み
だ
っ
た
た

め
、
飯
塚
女
性
部
長
は
、「
か
わ
い
い
園
児

た
ち
と
一
緒
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
て
、

楽
し
か
っ
た
。」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

保
育
園
へ
花
苗
を
寄
贈
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総務課から TEL 73－9603

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

デイサービスセンターつつじ園

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏まえつつ、
場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報

報告事項

協議事項（１）斐川西支店（仮称）移転にかかる検討委員の選出について

（１）令和４年産米販売進度について
（２）令和４年度営農座談会の意見・要望について
（３）貯金・貸出金実績について（令和５年２月末）

3月29日開催

　3月22日～ 24日の3日間、つつじ園では「ひな祭り会」を開催しました。午前
中はお雛様の前で写真を撮り、それを入れた写真立てを皆さんに作っていただきま
した。それぞれに飾りを貼って自分好みのフレームが完成しました。午後からは

「ひな祭りゲーム」で楽しんでいただき、ゲームの後は「梅が枝餅」を作っていた
だきました。ご自分で餡を入れて丸めて焼いて、焼きたてを召し上がっていただき、

「あつあつで美味しいわ」と喜んでくださいました。

　笑がお健康教室は2月と3月にＪＡ女性部の皆さんとの交
流会を行いました。
　2月は「書道」をしました。皆さん筆を持つのは何十年ぶ
りとの事でしたが、見本を見ながら丁寧に筆を動かして上
手に書かれました。3月は「笑いヨガ」でお腹の底から大い
に笑い、女性部の皆さんと楽しい時間を過ごしました。

笑がお健康教室

（４）主要実績一覧表（令和５年２月）について
（５）斐川地区本部業績還元（最終報告）について
（６）令和５年度JA協力員名簿について

郷
土
菓
子
を
学
ぶ

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
営 農 総 合 セ ン タ ー

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
生 活 課 　 ２ 階 会 議 室

９：３０～
9：0０～
９：3０～
９：3０～
9：3０～

13：３０～
９：３０～

10：0０～

4月17日（月）
4月20日（木）
4月25日（火）
4月26日（水）
4月27日（木）
5月  8日（月）
5月  9日（火）
5月10日（水）

パッチワークグループ
手芸グループ
ひまわりグループ
女性倶楽部ソレイユ
書道グループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ

　
3
月
10
日
、
15
名
の

参
加
で
、
家
の
光
2
月

号
掲
載
の
鹿
児
島
県
の

郷
土
菓
子
「
げ
た
ん
は
」

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

形
が
下
駄
の
歯
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

前
が
つ
い
た
、
黒
糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
焼
き

菓
子
で
す
。

　
材
料
は
、
小
麦
粉
、
黒
糖
、
重
曹
の
３
つ
で
、

黒
糖
と
小
麦
粉
を
練
り
合
わ
せ
て
焼
い
た
生
地

に
、
た
っ
ぷ
り
の
黒
蜜
を
ま
と
わ
せ
ま
す
。
黒

糖
の
あ
っ
さ
り
と
し
た

甘
さ
で
、
後
を
引
く
お

い
し
さ
で
し
た
。
部
員

の
皆
さ
ん
は
「
材
料
も

シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「我が子自慢・孫自慢」

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

  紡くん(11カ月)
つむぐ

我が子
自慢・

孫自慢
斐川町出西
祖父 塩田 直也さん より

お彼岸に
仏壇の鐘を

叩いてくれました
元気に大きく
なってね

あなたの撮った写真をご応募ください。
掲載された方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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総務課から TEL 73－9603

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

デイサービスセンターつつじ園

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏まえつつ、
場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報

報告事項

協議事項（１）斐川西支店（仮称）移転にかかる検討委員の選出について

（１）令和４年産米販売進度について
（２）令和４年度営農座談会の意見・要望について
（３）貯金・貸出金実績について（令和５年２月末）

3月29日開催

　3月22日～ 24日の3日間、つつじ園では「ひな祭り会」を開催しました。午前
中はお雛様の前で写真を撮り、それを入れた写真立てを皆さんに作っていただきま
した。それぞれに飾りを貼って自分好みのフレームが完成しました。午後からは

「ひな祭りゲーム」で楽しんでいただき、ゲームの後は「梅が枝餅」を作っていた
だきました。ご自分で餡を入れて丸めて焼いて、焼きたてを召し上がっていただき、

「あつあつで美味しいわ」と喜んでくださいました。

　笑がお健康教室は2月と3月にＪＡ女性部の皆さんとの交
流会を行いました。
　2月は「書道」をしました。皆さん筆を持つのは何十年ぶ
りとの事でしたが、見本を見ながら丁寧に筆を動かして上
手に書かれました。3月は「笑いヨガ」でお腹の底から大い
に笑い、女性部の皆さんと楽しい時間を過ごしました。

笑がお健康教室

（４）主要実績一覧表（令和５年２月）について
（５）斐川地区本部業績還元（最終報告）について
（６）令和５年度JA協力員名簿について

郷
土
菓
子
を
学
ぶ

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
営 農 総 合 セ ン タ ー

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
生 活 課 　 ２ 階 会 議 室

９：３０～
9：0０～
９：3０～
９：3０～
9：3０～

13：３０～
９：３０～

10：0０～

4月17日（月）
4月20日（木）
4月25日（火）
4月26日（水）
4月27日（木）
5月  8日（月）
5月  9日（火）
5月10日（水）

パッチワークグループ
手芸グループ
ひまわりグループ
女性倶楽部ソレイユ
書道グループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ

　
3
月
10
日
、
15
名
の

参
加
で
、
家
の
光
2
月

号
掲
載
の
鹿
児
島
県
の

郷
土
菓
子
「
げ
た
ん
は
」

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

形
が
下
駄
の
歯
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

前
が
つ
い
た
、
黒
糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
焼
き

菓
子
で
す
。

　
材
料
は
、
小
麦
粉
、
黒
糖
、
重
曹
の
３
つ
で
、

黒
糖
と
小
麦
粉
を
練
り
合
わ
せ
て
焼
い
た
生
地

に
、
た
っ
ぷ
り
の
黒
蜜
を
ま
と
わ
せ
ま
す
。
黒

糖
の
あ
っ
さ
り
と
し
た

甘
さ
で
、
後
を
引
く
お

い
し
さ
で
し
た
。
部
員

の
皆
さ
ん
は
「
材
料
も

シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「我が子自慢・孫自慢」

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

  紡くん(11カ月)
つむぐ

我が子
自慢・

孫自慢
斐川町出西
祖父 塩田 直也さん より

お彼岸に
仏壇の鐘を

叩いてくれました
元気に大きく
なってね

あなたの撮った写真をご応募ください。
掲載された方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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野菜づくり講座受講生募集について野菜づくり講座受講生募集について

2023年5月～ 2024年3月
（月1回程度の開催）
JAしまね斐川地区本部および実習圃場
基礎的な野菜づくり実習を希望される斐川
町内に在住の方　※農業初心者向けの講座です。
1 座学講座
野菜の栽培基礎、肥料 ・ 農薬の使い方、
収穫、出荷 ・ 商品づくり
2 実習（講座期間を通じて実習圃場を利用）
畑の作り方、作物の栽培管理、収穫 ・ 調
整作業、出荷 ・ 販売など

ＪＡしまね斐川地区本部では、将来的に産直市場への出荷や野菜づくりに取り組んでみたい方を対象に実習圃場を利用
して実際の栽培管理から収穫まで行う野菜づくり講座を開催します。ご興味ある方はお気軽にお問い合わせ下さい。

お申し込み及び問合せ先：JAしまね斐川地区本部営農部 営農企画課　TEL（0853）73-9615　FAX（0853）73-9074

講座期間

場　　所
対 象 者

内　　容

募集定員

申込方法

申込締切
受講費用

20名
（コロナウイルス感染症予防対策を講じて開
催します）
受講を希望される方は、ＪＡしまね斐川地区
本部営農企画課（TEL 73-9615）まで直
接お申し込み下さい。
※定員を超える場合は先着順とさせていた
だきますのでご了承ください。

2023年5月8日（月）
5,000円

（全11回分、資料作成代、 実習経費）

み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、生
産
コ
ス
ト
低
減
を
目
的
に
、り
ん
酸
・
加
里
を
抑

え
た
肥
料
設
計
や
土
壌
分
析
の
実
施
、
堆
肥
等
の
有
機
物
資

材
の
活
用
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
．麦
の
鳥
害
に
つ
い
て

Ａ
．令
和
４
年
産
麦
で
は
、
斐
川
東
部
地
域
を
中
心
に
カ
モ
・

マ
ガ
ン
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
は
、
島
根
県
農
業
普
及
部
に
相
談
を

行
い
、
令
和
５
年
産
麦
で
鳥
の
飛
来
時
期
に
あ
わ
せ
吹
き
流

し
を
設
置
し
た
侵
入
防
止
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
飛
来
状
況
の
確
認
や
吹
き
流
し
試
験
の
精
査
を
行

い
、
麦
生
産
農
家
の
皆
様
へ
結
果
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
．イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

Ａ
．今
年
10
月
1
日
よ
り
、消
費
税
の
本
則
課
税
の
計
算
に
お

い
て
、
買
い
手
側
が
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
に
は
適
格
請
求

書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
の
保
存
が
要
件
と
な
り
ま
す
。イ
ン
ボ
イ

ス
は
誰
で
も
発
行
で
き
る
訳
で
は
な
く
、
消
費
税
の
課
税
事

業
者
で
税
務
署
へ
申
請
を
行
い
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に

な
っ
た
事
業
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
へ
米
な
ど
農
産
物
の
販
売
を
委
託
さ
れ
る
場
合
は
、

①
委
託
者
が
組
合
員
、②
無
条
件
委
託
、③
共
同
計
算
方
式
に

よ
る
精
算
を
条
件
と
し
て
、Ｊ
Ａ
が
発
行
す
る
書
類
で「
買
い

手
」が
仕
入
税
額
控
除
で
き
る「
農
協
特
例
」の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。市
場
に
出
荷
さ
れ
る
場
合
は
、

「
卸
売
市
場
特
例
」の
適
用
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
そ
の
他
、詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、出
雲
税
務
署
ま
た
は

税
理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
は
、
令
和
４
年
度
営
農
座
談
会
を
２

月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
に
、
町
内
の
各
振
興
区（
24
会
場
）で

開
催
し
、
農
家
組
合
員
さ
ん
４
０
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。（
参
考
：
令
和
２
年
度
　
26
会
場
　
４
６
５
人
）

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
代
表
的
な
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
で
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
．営
農
座
談
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

Ａ
．今
回
の
営
農
座
談
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
令
和
２
年
度
の
開
催
方
法
と
同
様
に
大
字
単
位
を

基
本
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
回
数
や
人
数
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
よ
り
若
干
減

少
し
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
様
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、開
催
方
法
に
つ
い
て
、一
般
農
家
向
け
・
担
い
手

農
家
向
け
で
の
開
催
な
ど
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
で
は
営
農
座
談
会
は
農
家
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
う
重
要
な
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
。多
く
の
方

が
参
加
し
や
す
い
座
談
会
と
な
る
よ
う
、
開
催
方
法
な
ど
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

Ａ
．資
材
価
格
や
原
油
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
中
、国
は
肥

料
価
格
高
騰
分
の
一
部
を
補
助
す
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
」を
創
設
し
ま
し
た
。そ
れ
に
協
調
し
、
島
根
県
お
よ
び

出
雲
市
に
お
い
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
家
経
営
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
化
学
肥
料
の
２
割
低
減
の
取
り
組

営
農
座
談
会
　Q
&
A

●年　　式：平成29年4月
●走行距離：1.9万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和5年4月10日

●年　　式：平成29年4月
●走行距離：1.9万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和5年4月10日

アクティトラック SDXアクティトラック SDX

990,000円

●年　　式：令和2年4月
●走行距離：5.2万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車　　検：令和6年4月14日

●年　　式：令和2年4月
●走行距離：5.2万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車　　検：令和6年4月14日

スーパーキャリイ Xスーパーキャリイ X

990,000円

●年　　式：平成27年1月
●走行距離：6.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

●年　　式：平成27年1月
●走行距離：6.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

ハイゼットトラック エクストラハイゼットトラック エクストラ

860,000 円

●年　　式：平成28年5月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和6年5月19日

●年　　式：平成28年5月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和6年5月19日

サンバートラック JAサンバーサンバートラック JAサンバー

830,000 円

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

キャリイトラック KCキャリイトラック KC

620,000 円

●年　　式：平成30年9月
●走行距離：1.7万キロ
●4WD  AT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

●年　　式：平成30年9月
●走行距離：1.7万キロ
●4WD  AT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

エブリィバン PAエブリィバン PA

950,000 円

●年　　式：平成26年11月
●走行距離：7.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

●年　　式：平成26年11月
●走行距離：7.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

アクティバン SDXアクティバン SDX

720,000 円

●年　　式：平成26年4月
●走行距離：3.4万キロ
●2WD  AT  AC  PS  ナビ
●車　　検：令和6年5月18日

●年　　式：平成26年4月
●走行距離：3.4万キロ
●2WD  AT  AC  PS  ナビ
●車　　検：令和6年5月18日

ハイゼットトラック スペシャルハイゼットトラック スペシャル

690,000 円

掲載車は令和5年4月4日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。掲載車は令和5年4月4日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。
表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。

斐川地区本部のページ
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野菜づくり講座受講生募集について野菜づくり講座受講生募集について

2023年5月～ 2024年3月
（月1回程度の開催）
JAしまね斐川地区本部および実習圃場
基礎的な野菜づくり実習を希望される斐川
町内に在住の方　※農業初心者向けの講座です。
1 座学講座
野菜の栽培基礎、肥料 ・ 農薬の使い方、
収穫、出荷 ・ 商品づくり
2 実習（講座期間を通じて実習圃場を利用）
畑の作り方、作物の栽培管理、収穫 ・ 調
整作業、出荷 ・ 販売など

ＪＡしまね斐川地区本部では、将来的に産直市場への出荷や野菜づくりに取り組んでみたい方を対象に実習圃場を利用
して実際の栽培管理から収穫まで行う野菜づくり講座を開催します。ご興味ある方はお気軽にお問い合わせ下さい。

お申し込み及び問合せ先：JAしまね斐川地区本部営農部 営農企画課　TEL（0853）73-9615　FAX（0853）73-9074

講座期間

場　　所
対 象 者

内　　容

募集定員

申込方法

申込締切
受講費用

20名
（コロナウイルス感染症予防対策を講じて開
催します）
受講を希望される方は、ＪＡしまね斐川地区
本部営農企画課（TEL 73-9615）まで直
接お申し込み下さい。
※定員を超える場合は先着順とさせていた
だきますのでご了承ください。

2023年5月8日（月）
5,000円

（全11回分、資料作成代、 実習経費）

み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、生
産
コ
ス
ト
低
減
を
目
的
に
、り
ん
酸
・
加
里
を
抑

え
た
肥
料
設
計
や
土
壌
分
析
の
実
施
、
堆
肥
等
の
有
機
物
資

材
の
活
用
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
．麦
の
鳥
害
に
つ
い
て

Ａ
．令
和
４
年
産
麦
で
は
、
斐
川
東
部
地
域
を
中
心
に
カ
モ
・

マ
ガ
ン
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
は
、
島
根
県
農
業
普
及
部
に
相
談
を

行
い
、
令
和
５
年
産
麦
で
鳥
の
飛
来
時
期
に
あ
わ
せ
吹
き
流

し
を
設
置
し
た
侵
入
防
止
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
飛
来
状
況
の
確
認
や
吹
き
流
し
試
験
の
精
査
を
行

い
、
麦
生
産
農
家
の
皆
様
へ
結
果
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
．イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

Ａ
．今
年
10
月
1
日
よ
り
、消
費
税
の
本
則
課
税
の
計
算
に
お

い
て
、
買
い
手
側
が
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
に
は
適
格
請
求

書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
の
保
存
が
要
件
と
な
り
ま
す
。イ
ン
ボ
イ

ス
は
誰
で
も
発
行
で
き
る
訳
で
は
な
く
、
消
費
税
の
課
税
事

業
者
で
税
務
署
へ
申
請
を
行
い
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に

な
っ
た
事
業
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
へ
米
な
ど
農
産
物
の
販
売
を
委
託
さ
れ
る
場
合
は
、

①
委
託
者
が
組
合
員
、②
無
条
件
委
託
、③
共
同
計
算
方
式
に

よ
る
精
算
を
条
件
と
し
て
、Ｊ
Ａ
が
発
行
す
る
書
類
で「
買
い

手
」が
仕
入
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額
控
除
で
き
る「
農
協
特
例
」の
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を
受
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る
こ
と
が
可
能
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り
ま
す
。市
場
に
出
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さ
れ
る
場
合
は
、

「
卸
売
市
場
特
例
」の
適
用
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
そ
の
他
、詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、出
雲
税
務
署
ま
た
は

税
理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
は
、
令
和
４
年
度
営
農
座
談
会
を
２

月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
に
、
町
内
の
各
振
興
区（
24
会
場
）で

開
催
し
、
農
家
組
合
員
さ
ん
４
０
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。（
参
考
：
令
和
２
年
度
　
26
会
場
　
４
６
５
人
）

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
代
表
的
な
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
で
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
．営
農
座
談
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

Ａ
．今
回
の
営
農
座
談
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
令
和
２
年
度
の
開
催
方
法
と
同
様
に
大
字
単
位
を

基
本
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
回
数
や
人
数
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
よ
り
若
干
減

少
し
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
様
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、開
催
方
法
に
つ
い
て
、一
般
農
家
向
け
・
担
い
手

農
家
向
け
で
の
開
催
な
ど
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
斐
川
町
農
林
事
務
局
で
は
営
農
座
談
会
は
農
家
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
う
重
要
な
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
。多
く
の
方

が
参
加
し
や
す
い
座
談
会
と
な
る
よ
う
、
開
催
方
法
な
ど
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

Ａ
．資
材
価
格
や
原
油
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
中
、国
は
肥

料
価
格
高
騰
分
の
一
部
を
補
助
す
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
」を
創
設
し
ま
し
た
。そ
れ
に
協
調
し
、
島
根
県
お
よ
び

出
雲
市
に
お
い
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
家
経
営
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
化
学
肥
料
の
２
割
低
減
の
取
り
組

営
農
座
談
会
　Q
&
A

●年　　式：平成29年4月
●走行距離：1.9万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和5年4月10日

●年　　式：平成29年4月
●走行距離：1.9万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和5年4月10日

アクティトラック SDXアクティトラック SDX

990,000円

●年　　式：令和2年4月
●走行距離：5.2万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車　　検：令和6年4月14日

●年　　式：令和2年4月
●走行距離：5.2万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車　　検：令和6年4月14日

スーパーキャリイ Xスーパーキャリイ X

990,000円

●年　　式：平成27年1月
●走行距離：6.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

●年　　式：平成27年1月
●走行距離：6.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

ハイゼットトラック エクストラハイゼットトラック エクストラ

860,000 円

●年　　式：平成28年5月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和6年5月19日

●年　　式：平成28年5月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車　　検：令和6年5月19日

サンバートラック JAサンバーサンバートラック JAサンバー

830,000 円

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

●年　　式：平成20年11月
●走行距離：3.4万キロ
●4WD  MT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

キャリイトラック KCキャリイトラック KC

620,000 円

●年　　式：平成30年9月
●走行距離：1.7万キロ
●4WD  AT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

●年　　式：平成30年9月
●走行距離：1.7万キロ
●4WD  AT  AC  PS  ラジオ
●車検整備付

エブリィバン PAエブリィバン PA

950,000 円

●年　　式：平成26年11月
●走行距離：7.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

●年　　式：平成26年11月
●走行距離：7.1万キロ
●4WD  AT  AC  PS  PW
●車検整備付

アクティバン SDXアクティバン SDX

720,000 円

●年　　式：平成26年4月
●走行距離：3.4万キロ
●2WD  AT  AC  PS  ナビ
●車　　検：令和6年5月18日

●年　　式：平成26年4月
●走行距離：3.4万キロ
●2WD  AT  AC  PS  ナビ
●車　　検：令和6年5月18日

ハイゼットトラック スペシャルハイゼットトラック スペシャル

690,000 円

掲載車は令和5年4月4日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。掲載車は令和5年4月4日現在のものです。当日迄に売り切れの場合はご容赦ください。
表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。表示価格は消費税込みの価格です。保険料・税金・登録に伴う費用は別途申し受け致します。

斐川地区本部のページ
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共済課から TEL 73-9612

グリーンセンターから TEL 73-9070

農機課から TEL 73-9620

金融課から

連休期間のＡＴＭ稼動のお知らせ！連休期間のＡＴＭ稼動のお知らせ！

※４月29日（土）～4月30日（日）は９:00～17:00（ゆめタウン斐川９:00～19:00）までの営業時間となります｡
※５月１日（月）～５月２日（火）は平常の営業時間8:45～19:00（ゆめタウン斐川9:00～21:00）となります｡
※５月３日（水）～５月7日（日）は９:00～17:00（ゆめタウン斐川９:00～19:00）までの営業時間となります｡

斐　川 荘　原 出　西 伊波野 ゆめタウン斐川 斐川中部 新川中央 出　東
4月29日（土） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4月30日（日） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 1 日（月） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 2 日（火） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 3 日（水） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 4 日（木） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 5 日（金）
5月 6 日（土）
5月 7 日（日）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇
〇
〇

資材課から TEL 73-9619

資材課・配送センター営業日のお知らせ

期間中ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。
また上記期間中はグリーンセンターへおまわりくださいますよう重ねてお願い致します。

28日
金
◯

29日
土
×

30日
日
×

1日
月
◯

2日
火
◯

3日
水
×

4日
木
×

5日
金
×

6日
土
×

7日
日
×

8日
月
◯

4月 5月

令和5年 4月18日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※お気軽にお電話でお問い合わせください

内  容
JAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ

新規会員
説明会野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会 ご自宅でできた自慢の

野菜・花・果物などを、
自分のペースで出した
い時に出しながら、仲間
と楽しく元気に活動し
ています

４月２２日（土）～６月４日（日）
営業時間 ８：３０～１７：００（土日、祝日営業いたします）

春の農繁期対応に
ついてのお知らせ

4月22日（土） 斐川地区本部
斐川統括支店 2階

金融課

共済渉外担当者紹介共済渉外担当者紹介
保障のことなら私たちにお任せください。

各支店の共済渉外係です。
皆さまによりよい情報をご提供します。
お気軽に支店窓口へご相談ください。

「ひと・いえ・くるま・農業」の「ひと・いえ・くるま・農業」の

荘
原
支
店

高橋貴久 松本大輔江角睦央 原　直子

出
東
支
店

岡本伊織 陰山佳世森山　快 内田悠貴原　琴乃

伊
波
野
支
店

糸賀政宏 杉谷美香和田裕二 池田明弘

荘原支店 ☎72-0049　伊波野支店 ☎72-0805　出東支店 ☎62-2826お問い合わせ

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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共済課から TEL 73-9612

グリーンセンターから TEL 73-9070

農機課から TEL 73-9620

金融課から

連休期間のＡＴＭ稼動のお知らせ！連休期間のＡＴＭ稼動のお知らせ！

※４月29日（土）～4月30日（日）は９:00～17:00（ゆめタウン斐川９:00～19:00）までの営業時間となります｡
※５月１日（月）～５月２日（火）は平常の営業時間8:45～19:00（ゆめタウン斐川9:00～21:00）となります｡
※５月３日（水）～５月7日（日）は９:00～17:00（ゆめタウン斐川９:00～19:00）までの営業時間となります｡

斐　川 荘　原 出　西 伊波野 ゆめタウン斐川 斐川中部 新川中央 出　東
4月29日（土） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4月30日（日） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 1 日（月） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 2 日（火） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 3 日（水） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 4 日（木） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5月 5 日（金）
5月 6 日（土）
5月 7 日（日）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇
〇
〇

資材課から TEL 73-9619

資材課・配送センター営業日のお知らせ

期間中ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。
また上記期間中はグリーンセンターへおまわりくださいますよう重ねてお願い致します。

28日
金
◯

29日
土
×

30日
日
×

1日
月
◯

2日
火
◯

3日
水
×

4日
木
×

5日
金
×

6日
土
×

7日
日
×

8日
月
◯

4月 5月

令和5年 4月18日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※お気軽にお電話でお問い合わせください

内  容
JAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ

新規会員
説明会野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会 ご自宅でできた自慢の

野菜・花・果物などを、
自分のペースで出した
い時に出しながら、仲間
と楽しく元気に活動し
ています

４月２２日（土）～６月４日（日）
営業時間 ８：３０～１７：００（土日、祝日営業いたします）

春の農繁期対応に
ついてのお知らせ

4月22日（土） 斐川地区本部
斐川統括支店 2階

金融課

共済渉外担当者紹介共済渉外担当者紹介
保障のことなら私たちにお任せください。

各支店の共済渉外係です。
皆さまによりよい情報をご提供します。
お気軽に支店窓口へご相談ください。

「ひと・いえ・くるま・農業」の「ひと・いえ・くるま・農業」の

荘
原
支
店

高橋貴久 松本大輔江角睦央 原　直子

出
東
支
店

岡本伊織 陰山佳世森山　快 内田悠貴原　琴乃

伊
波
野
支
店

糸賀政宏 杉谷美香和田裕二 池田明弘
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